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私は島田志津夫先生に “Eski oʻzbek yozuvi”『古ウズベク文字』という本を借りて、アラ
ビア文字の読み書きを勉強し始めた。アラビア文字をスムーズに読めるようになるまで、











中心に－」、「19 世紀末－20 世紀初頭のトルキスタンにおける社会問題 －特に人生儀
礼（hatna, toʻy, aza）について－」、「Questions of nationality and educational reform in 




世紀初頭のトルキスタンにおける社会問題 －特に人生儀礼（xatna, toʻy, aza）について
－」が掲載された。さらに、2014 年 10 月にコロンビア大学で開かれたシンポジウム 
“Asia and Africa Across Disciplinary And National Lines – Consortium for Asian and African 
Studies (CAAS) 5
th
 International Conference – ” に参加し、Questions of nationality and 
educational reform in Russian Turkestanという題で発表した。この論文も 2015年 3月に雑









にして、最初の 2 年間で史料収集と分析に力を入れ、3 年目から論文を本格的に書き始
めた。 
 私は 2008年研究生として日本に来る直前にウズベキスタンの大学時代の後輩と結婚し、
日本に連れてきた。2010 年に長女のムビナが生まれ、3 年間後、2013 年に次女のムヒバ
も生まれ、家族が大きくなった。3 人とも私の側で私をずっと支えていたが、博士後期
課程 3 年目に入ってから、彼らの世話をするのが時間的にも経済的にも難しくなり、
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[Yoʻldoshev J.Gʻ 2000: 11]。そこで新たな教育プログラムが必要になり、1997 年 8 月 29
日に「人材育成に関する国家プログラム」が策定され、「教育に関する法律」も改正さ
れた。「人材育成に関する国家プログラム」では、義務教育制度が 9年制から 12年制に





いる[ヒクマトラエフ 2012: 3]。 
 アカデミック・リセでは、大学進学を主目的としており、一般教養科目と専門教育科
目の両方が教えられる。これに対して、職業カレッジでは、実際の現場で働く人材を育
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『名誉 Shuhrat』、『商人 Tujjar』（1907年）、『トルキスタンの声 Sado-i Turkiston』、

























































 以上のような問題意識と研究方法に基づく本論文は、序章と終章以外に 5 章から成り
立っており、以下のように構成されている。 













また、最近ウズベキスタンで出版されている教科書やモノグラフなども分析する。                  





















いて述べる。以下、第 1 節では、19 世紀のトルキスタンの当時の政治・社会・文化的な
状況について述べ、第 2 節では、ロシアが征服した後のトルキスタンについて検討する。 




















ミルシャブ・バーシ（警察長 mirshabboshi）が管理していた。 [Tillaboyev 2010: 9-10]。 
 コーカンド・ハン国の人口はもっとも多く、約 3 百万人であった。コーカンド・ハン
国の住民の大多数を占めたウズベク人は定住民であり、彼らの主な生業は農業、手工業
と交易であった。カザフ人、カラカルパク人、トルクメン人とキルギス人の主な生業は






















































を続けた。1865 年 4 月 29 日にチェルニャエフが指揮するロシア軍はタシュケントから
25 キロメートル離れたニヤズベック要塞を攻撃してタシュケントに迫り、6 月にこれを
征服した。 












図 1. 帝政ロシア統治下の中央アジア（小松久男 2000『中央ユーラシア史』より） 
 







が管理し、当地の中心はタシケント市にある[Behbudiy 1913: 3]。 
 
 また、ベフブーディーはトルキスタンの人口構成も詳しく書いている。 
Viloyat va uezd yeri             marabbu chaqirim 
州と郡          面積（平方メートル） 
1902 yildaki barcha xalqi 
1902年 総人口 
Zakaspiyskiy Mavara Bahri Hazar     501 696 
ザカスピ州  
 
Ashqobad uezdi                                86 650 
 アスハバード郡 
 
Karasnavodskiy                                     101 000  
クラスノヴォーツク郡 
 
Mangʻishlaq                                           160 254   
マンギシュラク郡    
 
























Samarqand viloyati                                81 891 
サマルカンド州 
 
Samarqand sanjaqi                                 17 060 
サマルカンド郡   
 
Dizah                                                     43 410 
ジッザフ 
 
Kattaqoʻrgʻon                           6 994                      
カッタクルガン 
 




Sirdaryo viloyati                              441 837 
シルダリヤ州 
 
Toshkand uezdi                               48 090 
タシュケント郡 
 
Avliyo ata                                        62 164                        
アウリエ アタ郡 
 
Gʻazzaliy (Kazalinsk)                           58 528  
カッザリー（カザリンスク） 
 
Oq masjid Pirovskiy                        90 136 
アクメスジッド（ぺロフスク）郡 
 
Chimkent                                         95 820  
チムケント郡  
 
Amu daryo qit’asi                           97 098 
アムダリヤ分区  
 
Fargʻona viloyati                              140 668 
フェルガナ州 
 
Margʻilon sanjaqi                          14 069 
マルギラン郡 
 
Andijon                                            13 233 
アンディジャン郡 
 
Huqand                                           13 110 
コーカンド郡  
 




























































Oʻsh                                                24 880 
オシュ 
 
Pomir                                              60 000 
パミール 
 
Simercheniskiy Yeti su viloyati      228 966 
セメルチェ州（イェッティス）州 
 
Veniy Almati Uezdi                       45 588 
ヴェールヌイ （アルマトゥ）郡 
 
Jarkent                                              25 587 
ジャルケント郡 
 
Lipsinski                                          63 876   
リプシ郡 
 
Qopol                                               75 797 
コパル郡 
 
Pashpak                                                77 683 
ピシュペク郡 
 






























 Ja’mi                                                        
合計                                                    1 395 057 
 
5 604 362 
 
表 1. ロシア領トルキスタンの人口構成 （Mahmudkhoja Behbudiy, 1913, “Turkiston”, 








の数字に 3分の 1、むしろ 4分の 1を追加しなければいけない[Behbudiy 1913: 5]。 
 
 また、ベフブーディーによると、トルキスタンの住民の 100人の内 95人以上はムスリ





最初にオレンブルグ総督クルィジャノフスキーがタシュケントの住民宛に 1865 年 10 月
29 日付け布告を出している。その内容は、タシュケントはロシアの保護下で独立した国
家を形成すべきであり、その統治案の作成は、トルキスタン地方総督チェルニャエフに
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化に貢献したのである[Rizaev 1997: 39]。 
  



















































ハクハン・トラ・イブラット（Ishoqhon toʻra Ibrat 1862-1937）らの論説をとりあげる。
これらを参照しながら、まずマクタブについて考察する。 
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 図 2. マクタブの授業（タシュケント） （Bendrikov 1960: 36） 
  
 マクタブはトルキスタンの民衆が読み書きを習うための施設であり、中央アジアにイ







が、それについては第 3 章の第 1 節で触れる。ムスリムは児童を 6-8 歳からマクタブに
送っていた。中にはもっと小さい時からマクタブに通う児童もいた。マクタブの教師は
マクタブダール・ダムッラーmaktabdor-domla、ムッラーmulla、ムアッリム muallim など
と呼ばれていた。マクタブでの教育は 5 年から 8 年まで続いていた。19 世紀末にトルキ
スタンにおけるこのようなマクタブの数は 5000 校以上であった。1898 年に 5755 校、
1908年には 5734校のマクタブが存在していた[Salijanova 1998: 40]。都市のマクタブでは











温かいご飯を食べていた[Salijanova 1998: 41]。 
 サリジャノヴァ (2002) によると、マクタブでの長期休みは夏休みであり、生徒の両
親と相談した上で、2 ヶ月間の休みがあった。また、オストロウーモフは生徒が断食明
けの祭りイード・ラマザンと犠牲祭イード・クルバンというイスラーム教の祭りの一週











の 32 文字を書き、生徒は音読しながら、一回の授業で 4 文字ずつ覚えていたという











葉の意味を理解してはいなかったという[Ostroumov 1913: 135]。 
 コーランの次の段階は、『四書 chor kitab』という段階であった。これは 4つの部分か
ら成り立っていた[Salijanova 1998: 44]。その内容は、シャリーアの義務、断食の規則、
礼拝の規則などからなっていた。この本はペルシア語[タジク語]で書かれていた。『四
書』は最初から最後まで教師の説明で 1.5－2 年間かかっていた[Muxammadjanov 1978: 
18]。『四書』を終えてから、書く練習が始まる。生徒はアルファベットを書けるように
 34 






ーフィーズ Xoʻja Hafiz、べーディル Bedil、Maslakul mutaqqinなどのテキストが使われて




















 イスハクハン・トラ・イブラットは 1907 年に『トルキスタン地方新聞』の第 22 号に
「旧方式学校（マクタブ）について Eski maktablar xususida」という論説を寄稿した。彼
はこの論説で、旧方式学校を改革することについて次のように述べている。 

















 また、ニヤーズィー・ラジャブザーダ（Niyoziy Rajabzoda）は 1914 年に雑誌『アーイ
ナ』の第 38 号に「初等学校における無秩序もしくは発展の道 Ibtidoiy maktablarimizning 









8-10 人の生徒のうち 2－3 人しか十分な教育を受けることができない。マクタブで
は必要な教科書が使われないため、そして、教科書の内容を生徒に説明しないた

























































地域名 マドラサの数 学生（人） 
ブハラ 80 5000まで 
コーカンド 40 3000以上 
サマルカンド 22 不明 
マルギラン 28 417 
タシュケント 17 5341 
ヒヴァ 22 不明 
アンディジャン 10 不明 
ナマンガン 11 不明 
シルダリヤ州のタシュケント郡 6 68 
サマルカンド州のウルグット郡 2 20 
新ウルゲンチ 2 不明 
ハザラスプ 1 不明 
マンギット 1 不明 
表 2. Muxammadjanov, A., 1978, Shkola i pedagogicheskaya mysl’ Uzbekskogo naroda XIX- 
nachala XX v., Tashkent, str. 23. 
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 この表に基づいてマドラサの数をまとめてみると、およそ 242 校のマドラサが存在し
ていたことがわかる。しかし、上記の数は正確だとは言えない。サリジャノヴァによる
と、1910 年にホラズム市には約 1500 校のマクタブと 130 校のマドラサが存在していた。
また、同年にヒヴァ・ハン国に 2169 校のマクタブと 132 校のマドラサが存在していた
[Salijanova 1998: 99]。また、1910年にタシュケントにマドラサの数は 22校、フェルガナ
州では 1911 年に 204 校に至った[Salijanova 1998: 101]。トルキスタンでマドラサが比較
的多く存在していた地域は、コーカンド（34 校）、マルギラン（25 校）、サマルカンド
（22 校）、アンディジャン（14 校）、ナマンガン（14 校）、タシュケント（14 校）と






 マドラサでは学生は 3段階で教えられていた。第 1段階は、初級「adno (past qadam)」、
次の段階は、中級「ausat (miyona) 」、第 3段階は、上級「a’lo (pesh qadam)」と呼ばれて
いた。各段階の教育は約 3-4 年間続いていた。したがって、学生はマドラサを 10-12 年
間で卒業していた[Salijanova 1998: 120]。 





[Salijanova 1998: 125]。 
 














ン・ヤウシェフ8（Nushirvan Yaushev）は雑誌『トルキスタンの声』第 20 号に「現在の












































































ドによると、タシュケントの男女の中学校で、生徒の数は 1883年 1月 1日に最大に達し
た。それでもムスリムは、男子 286 人中 20 人（7％）、女子 333 人中 10 人（3％）であ




をバルトリドは次のように書いている。「1872 年 5 月 31 日付でツァーリの裁可を得た
市立学校規程第 13項への付則に従って、寄宿生はアラビア文字の読み書きとイスラーム















が 2 校開校された[Nalivkin 2011: 107]。バルトリドによると 1911 年にロシア語・現地語
 42 








（ウズベク語）に翻訳された教科書（たとえば、N.S. ルィコシン（ Lykoshin）の 1906年
に出版された『ロシアの歴史』）が使われていた[Rizaev 1997: 39]。また、ロシア語の
『母国語 Rodnoe slovo』、『子供の世界 Detskiy mir』、『第一のロシア語読本 Pervaya 
russkaya kniga dlya chteniya』、『子供のための世界の物語 Mir v rasskazax dlya detey』な
どの教科書が使われていたが、これは現地民の児童には非常に難しかった











た [Bendrikov 1960: 195-196]。ただし、国民学校視察官を務めていたスミルノフ
（N.K.Smirnov）はシルダリヤ州の「保護者」8 人について、「職務を十分にはたしてい




ック郷のテッリャーウ（Tellyau）村のロシア語・現地語学校を 1888年 4月 7日に監査し
たところ、生徒は 22 人いるはずなのに、現地民の生徒 11 人にしか会うことができなか
                                                 
9
 TsGARUz f.I-1, op.31, d.540, 49ob. 
 43 




上記の生徒の 9 人は学校に 2 年通っている。［書類上］学校には全部で 22 人の生
徒がいる。しかし、彼らは稀に学校に行くだけだ。例えば、1887/88 年の学年に、
9 日間に 1 人の生徒、4 日間に 2 人の生徒と、また 4 日間に 4 人の生徒しか授業に
出席しなかったのである。授業に関して非常に無関心で不注意である。ロシア語








































































1906 年に 13 校は卒業生を出していなかった。また、1907 年に 17 校、1908 年には 11 校












（Ismail Bey Gaspirinskiy 1851-1914）は、1884年にクリミアのバフチサライに新しい方式
の初等学校を開校した。彼は自分の考案した「発声方式 usul-i savtiya」もしくは「新方













 ガスプリンスキーは、1851 年にクリミアに生まれた。マドラサで初等程度の教育を 2
年ほど受けた後、10 歳でシンフェローポリのギムナジアに学び、ヴォロネジの陸軍幼年
学校での 2 年間を経て、1864~1867 年モスクワ第 2 軍ギムナジアで勉学を続けた[磯貝
2014: 196]。1867 年に彼はオスマン帝国の軍に入るためにギムナジアを退学し、ロシアか
ら出国するが、途中オデッサで捕まり、バフチサライに戻らなければならなくなった









た、ガスプリンスキーは、1881 年にシンフェローポリで、『ロシアのムスリム Russkoe 













                                                 
10
 TsGARUz f.I-1, op.11, d.806, 2. 
 47 






















































る[Gasprinskii 1881: 43]。 










































 A. 学校に 30-40 人の生徒を受け入れる。生徒の数はこの数字を超えれば、教師
は助手を雇わなければいけない。 
 B. 1学年に 2回、夏の初めと冬の初めに生徒を受け入れる。毎回受け入れられた
生徒からクラスを作る。 
 C. 教師は生徒の数によって 3-4クラスに分ける。 







 E. 授業は午前 3 時間と午後 2 時間であり、合計で 1 日に 5 時間である。各授業


























年と 1898年にトルキスタンを訪問した[Karimov 2011: 29]。 
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ついて話したのである[Sharipov 2002: 32]。 





















































































いたという[Abdirashidov 2011: 160]。たとえば、アブドゥッラ・アウラーニー（Abdulla 




































を目指していたアフマド・ダーニシュ（Ahmad Donish 1827-1897）、フルカト（Furqat 
1859-1909）などのような知識人もいた。たとえば、アフマド・ダーニシュはブハラ・ア






験豊富な外交官でもあった[小松 1996: 45]。 
 
































住所：旧マルギラン市 (Star.Margilan)、チャイニーバザール (Chaini bazar)、ザイヌ
ーリン様へ、ハムザ・ハキムゾダより。 

























ンスキー（1852-1914）である[Qosimov 1990: 71]。彼は 1884 年に自分で提案した新方式








あった[小松 1996: 57]。 
 
 オストロウーモフによると、トルキスタンでは最初の新方式学校は 1890 年代初頭に
フェルガナで開校された。このような学校はタタール人の児童のためにタタール人によ
って開校された[Abdirashidov 2011: 199]。 また、バルトリドによると、フェルガナに
















匠 Ustodi avval』を刊行した。ベフブーディーは 1901 年に『第一の作家 Adibi avval』
を書いたが、それは 1907 年に刊行された。1912 年にアブドゥッラ・アウラーニー 
[1878‐1934] は『最初の先生 Birinchi muallim』に続いて『第二の先生 Ikkinchi 
muallim』、『テュルク語のグリスタンあるいは道徳 Turkiy Guliston yoxud axloq』など




















11時間：イスラーム教の教科書『宗教の教え Xavaidj diniya』 
3時間：イスラーム教徒の問答 
4時間：コーランの音読 









2時間：『宗教の作法 Odob-i din』 


















































































様々な地域にも演劇サークルが生まれた。1877年 10月 7日にロシアからナドレル（F.I. 
Nadler）が率いるロシア劇団がトルキスタンを訪問した。その後も様々な劇団が訪問し、
ロシア物だけでなく、シェイクスピア、エウリピデスなどの悲劇なども演じた。1880-
1917年の間にトルキスタンを 100以上の劇団が訪問したという[Rizaev 1997: 22-23]。ま
た、リザエフによると、1905-1907年の間に西洋の劇団の訪問が増えた。とくに 1907-














 1911年にベフブーディーは『父殺し、もしくは学ばなかった若者の末路 Padarkush 
yoxud oʻqumagan bolaning holi』という「3幕 4場からなる民族的で最初の悲劇作品」を書
いた。『父殺し』の出版はウズベク民族演劇の誕生と考えられている[ヒクマトラエフ 





の『父殺し』、タタール語の『騙し、騙された Oldaduk ham oldanduk』という戯曲
































1913 年に素人として集まったこの劇団は 1914 年末になると公式に「トゥラン劇



















に劇団のすべての事業に参加した。1913 年 6-7 月にトゥラン劇団は非公式な演劇
 64 
を上演した。ムナッヴァル・カリは劇団の組織的な仕事や宣伝に積極的に参加し
た[Ahmad 1992: 110]。 
 
 このように、ムナッヴァル・カリも『トゥラン』の代表的な人物の一人であったこと





































同好者の「トゥラン」劇団規約 Toshkent shahridagi musulmon drama san’ati havaskorlarining 




する暴動が始まった。ニコライⅡ世（Nikolai Alexandrovich Romanov 2 1894-1918）によ
って第一次世界大戦中の 1916 年 6 月 25 日に「トルキスタン、カフカス、シベリアの 19
歳から 43歳までの男性を戦時労働へ動員する」という命令が発布されたからである。そ
の結果、シルダリヤ州から 8 万 7 千人、サマルカンド州から 3 万 8 千人、フェルガナ州
から 5 万人が派遣されるように決定された[Tillaboyev 2010: 102-103]。この命令に反対し
て、トルキスタンの諸都市で暴動が始まった。1916 年 7 月 4 日にフジャンドで、7 月 5
日にはサマルカンドで暴動が始まった。同年の 7月 11日にはタシュケントでも暴動が始
まった。7 月 10 日にエスキ・マルギランでも 2 万 5 千人からなる暴動が起こった。さら




の諸都市の劇団は完全に活躍を止めていた[Rizaev 1997: 90]。 
 1917 年のロシア二月革命後、『トゥラン劇団』などを基礎としたトルキスタン地方の
ムスリムを代表する「イスラーム協議会 Shoʻroi islomiya 13」が組織された[Rizaev 1997: 
105]。しかし、やがて「保守派とジャディード」の対立が激化した。ムスリム聖職者は
これとは別に「ウラマー」協会を組織した。このようにして、イスラーム保守派のウラ
マーとジャディード知識人の対立は大きくなっていった。両者の対立は 1917 年 10 月に
ボリシェビキが政権を握ることを可能にすることになる。 
 
                                                 
13
 Shoʻroi islomiya－1917年のロシア二月革命後、タシュケントで 1917年 3月 14日に、トル
キスタンのムスリムを統合し、政治的な権利を獲得するために開設された協会である
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  Ibid, 2. 
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大きな疑いを持っていた[Muxammadjanov 1978: 53]。1910 年代に入ると、新方式学校の
設立と運営にあたっていたタタール人教師を教職から追放することによって、ジャディ































紹介している[Arapov, Larina 2006: 285]。ロシア政府は当時の出版活動にも疑いをもって
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ド知識人を暴力的に攻撃すらした。これについてリザエフ [Rizaev 1997] は M.ムハンマ
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らを散髪しないようになどの指示を出した」と[Rizaev 1997: 93]。 
 演劇の普及者に対する妨害はナマンガンだけではなく、文化の面では先進的なタシケ










 第 2節 ベフブーディーと彼の活動 
 
 ベフブーディーはトルキスタンにおけるジャディード運動の創始者の一人であり、代
表的な教育者、積極的なジャーナリストでもあった。ベフブーディーは 1875 年 1 月 19
日にサマルカンドのバフシテパ村に生まれた[Karimov 2011: 9]。彼の父親ベフブードホジ
ャ（Behbud Khoja）は、12 世紀のスーフィー聖者アフマド・ヤサヴィー（Ahmad 
Yasavi）の子孫と言われ、村のカーディー19だった[Shimada 2002: 2]。ベフブーディーは
6-7歳になってから、母方の叔父の下で読み書きを習い、父親のベフブードホジャにコー











   
ベフブーディーは、巡礼から戻り、何年間かオストロウーモフの『トルキスタ
ン地方新聞 Turkiston viloyati gazeti20』を読んでいたが、この新聞が彼に啓蒙
思想のアイデアを抱かせることはなかった。『テルジュマン』を読み始めては
じめて啓蒙の必要性を実感するようになった[Hoji Muin 2005: 23]。 
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 トルキスタン地方新聞 [Turkiston Viloyatining Gazeti（ウズベク語）]は、ロシア領トルキ

















『アジア Osiyo』、『トゥラン Turon』、『自由 Hurriyat』、『労働者の声
Mehnatkashlar tovushi』、『偉大なトルキスタン Ulugʻ Turkiston』、『救済 Najot』、
『現在の言葉 Tirik soʻz』、『テルジュマン』、『時間 Vaqt』、『シューラー 











































 ベフブーディーは、1900 年に巡礼に出発した。この巡礼は 8 ヵ月間続いた[Behbudiy 
2009: 55]。これについてベフブーディーは『アーイナ』の 31 号に「旅の目的 Qasdi 






生の全てが午後勉強する。学生 200 人用の席が用意されており、大学は 3 階建て
である。調理室、食堂、お風呂、練習室と会議室のそれぞれが分かれている。庭














































であった。ロシア 10 月革命後の 1917 年 11 月 26 日コーカンドで第 4 回トルキスタン・
ムスリム大会が開かれ、ここで「トルキスタン自治政府 Turkiston muxtoriyati21」が宣言





キ・カラン [Muhammad Sayyid Bek Bi Inaqi kalan] （ブハラのアミールであるアミー
ル・アーリム・ハンの叔父）によって逮捕され、後に殺害された[Shimada 2002: 6]。 
 第 3節 雑誌『アーイナ』について 







ム・ジャーナリズムもこのときに誕生した[間野 1999: 195]。1896 年からイスマイル・ア
ビドフ（Ismoil Obidov）は新聞『進歩 Taraqqiy』を創刊し始めた。以後、新聞『太陽
Xurshid』、『名誉 Shuhrat』（1907 年）、『商人 Tujjar』（1907 年）、『トルキスタン
の声 Sadoi Turkiston』、『フェルガナの声 Sadoi Farg'ona』（1914年）などの新聞や雑誌
が創刊された[Alimova D. 1998: 5]。 
                                                 
21
 Turkiston Muxtoriyati[ウズベク語]－ロシア二月革命は、植民地トルキスタンにおいてもムス
リムの政治・社会運動の活性化を促し、自治の実現が中心的な課題となった。1917 年 11 月
にフェルガナ地方のコーカンドで開かれた第 4 回臨時トルキスタン・ムスリム大会は、民主
的なロシア連邦共和国の形成を前提としたトルキスタンの自治を決議した。しかし、1918 年











ル・ヒクマトラエフ 2014: 380-381]。『アーイナ』の第 1号は 1913年 8月 20日に刊行さ








経済的な困難に直面し、刊行は停止された。この雑誌は合計 68 号刊行された[Hoji 



















命前のトルキスタンの定期刊行物ではもっとも長寿の部類に属する[小松 1996: 8]。 
  
 この雑誌は最後に 1915年 6月 15日に刊行された[Shimada 2002: 7]。 
 『アーイナ』の論説と記事を分析すると、様々な分野に関する論説を読むことができ
る。言語に関する論説も数多く掲載されている。たとえば、第 1 号にベフブーディーの
「二つではなく四つの言語が必要なり Ikki emas toʻrt til lozim」、第 11号と第 12号にベ
フブーディーの「言語問題 Til masalasi」、第 11 号にハージ・ムイーンの「言語を統合
することについて Til birlashtirmaq haqinda」、第 30 号にシーン・アイン（Sin Ayn）の
「どの民族も自分の言語を誇りに思う Har millat oʻz tili ila fahr etar」などの論説が掲載
されている。歴史と地理学に関しては、第 10号にハージ・ムイーンの「民族の歴史につ
いて Milliy tarix haqinda」、第 27 号と第 28 号にベフブーディーの「歴史と地理学 Tarix 
va jugʻrofiya」と第 38 号にベフブーディーの「トルキスタンの歴史が必要である
Turkiston tarixi kerak」などの論説が掲載されている。文化・日常的な論説も少なくない。
たとえば、第 6 号と第 7 号にはベフブーディーの「我々の希望もしくは願望 A’molimiz 
yoyinki murodimiz」、第 29 号にベフブーディーの「演劇とは何か？ Tiyotr nadur?」、第
39号にマフブーブハンの「新しく整った人生儀礼 Yangi tartiblik toʻy」などの論説も掲載
されている。また、ベフブーディーはトルキスタンに発展をもたらすのは高い教育を受
けた若者だと考え、教育改革に取り組んでいたため、教育に関する論説も数多く掲載さ
れている。ハージ･ムイーンの「未来の感慨 Istiqbol qaygʻusi」（第 2号）、ベフブーディ
ーの「我々の希望もしくは願望 A’molimiz yoyinki murodimiz」（第 7号）、ヌーシルヴァ
ーン・ヤウシェフの「マクタブ Maktab」（第 11号）、「教師を教育する方法 Muallimlar 




の報知 Axbor-i Jahon」、「海外通信 Xorijiy xabarlar」、第一次世界大戦に関する「戦争
の報知 Muhoraba xabarlari」などのニュース記事がみられる。また、第 4 号の「中国と日
本におけるイスラームの普及 Xitoyda va Yaponiyada islomning intishori」、第 7号の「ペテ
ルブルグにおける犠牲祭 Peterburgda qurbon iydi」、第 36号の「エジプトにおける学生の









図 4.              図 5.   
図 4.『アーイナ』第 2号 1913年 11月 02日刊行  表紙         
図 5.『アーイナ』第 1号 1913年 08月 20日刊行    ベフブーディー「二つではなく四つの

























であった。彼はこの目的で雑誌『アーイナ』の第 9 号・10 号・11 号に「計画 Loyiha」

































 上述したように、この作品を 1911年に書いたが、検閲のためにおよそ 2年間出版でき
なかったが、1812 年のロシア・フランス戦争におけるボロディノの会戦でロシアが勝利
した 100 周年を記念して、と副題をつけてティフリスの検閲官に送り、ようやく出版で
きるようになった。ティフリス検閲官の 1913 年 3 月 23 日の 19940 号の裁定により、
1913 年にサマルカンドで出版された[Rizaev 1997: 53]。これは同時期に開校され始めた
「新方式」学校などで子弟を教育することを呼びかける作品であった[ヒクマトラエフ 
2014: 381]。  
 この戯曲は 1914 年 1 月 15 日サマルカンドの新市街で初演された。ベフブーディーに






















バイ：    話をしましょうか？  
ダムッラー： ええ、息子さんも大きくなって、神が長生きさせんことを。新方  
       式の学校で学んでいるのですか？それとも旧式の学校で？ 
バイ：    両方とも行っていない。 
ダムッラー： 家で教育していらっしゃる？ 
バイ：    いや、いや。わしは息子を教育しようとは考えておらんのだ。 
ダムッラー： これは驚いた。なぜ教育しないのです。読み書きは義務で、   
       勉強はこの世の尊敬、あの世の名誉ですよ。 
バイ：    わしの考えでは、この世の尊敬の理由は富だ。あの世は神の 
       定めによる。例えば、人はムッラーよりも金持ちを尊敬する 
       ものだ。特に銀行が増えておるが、大金もちはその役員にな 
       り、みなも役員を尊敬している。さらに実業家すら役員の財 
       産を評価する。そのうえ役員が好意を持たぬ人には、銀行は 
       お金を貸さない。そうすれば関係が崩れて貧しくなっていく 
       ことくらいはご存知でしょうに。 
ダムッラー： あなたの言葉は今の時代には当てはまりますが、会員や富豪 
       への尊敬は民衆の目が開かれるまでですよ。実業家たちは彼 
       らを尊敬していますが、ムッラーは全ての民衆が尊敬してい 
       るのです。つまりムッラーの学識を尊敬しているのです。 
バイ：    わしの富はムスリムだけでなく、ロシア人やドイツ人の間で 
       も尊敬されておる。 
ダムッラー： 尊敬は別にして、もし息子さんを教育すれば、彼は帳簿をつ 
       けることや、祈りやムスリムの務めを良く知り、あなたにも 
       報いるでしょう。 
バイ：    書記の仕事は簡単だ。このハイルッラー（バイの使用人）に、 
       ひと月 7ソムをやって、昼は書き物、夜は居間の仕事、しか   
       も眠くなるまで仕事をして、本も読んでくれる。 
ダムッラー： コーランやイスラームを知るために、若旦那を教育すること 
       は当然の義務ですぞ。 
 84 
バイ：    コーランを教えることが必要とは思わない。息子をムフティ 
       ーやイマーム、ムアッジンにしようとは思わないからな。わ 
       しの財産はやつには十分だ。 
ダムッラー： 宗教上、必要なことはどうです？ 
バイ：    わし自身、5回の礼拝の必要な祈りを知っている。わしが自分 
       で教えてやる。 
ダムッラー： 読み書きについてはどうですか？実際読み書きのできない人 
       は何もできませんよ。 
バイ：    あんたの考えはおかしい。わしは読み書きができないが、こ 
       の街の大富豪で、何でも知っておる。 
ダムッラー： あなたは以前、何とかして富豪になったのですが、しかし今 
       は富豪になるために教育が必要ですよ。御存知でしょうが、 
       20、30年来あらゆる商業がアルメニア人、ユダヤ人などの外 
       国人の手中にあったのは、われわれに学がないためなのです。 
       学のない若旦那は、父上の財産を使い果たして、ついには破 
       産に至るでしょう。だから若旦那を教育するよう提案してい 
       るのです。 
バイ：    ああ、ダムッラー。わしを説教するのかね。息子はわしのも 
       のだ。財産はわしのものだ。あんたには関係ない。あなたは 
       教育を受けた人の一人だが、食べようにもパンもないじゃな 
       いか。それなのにわしに忠告する。ハイルッラー！客間の鍵 
       をかけろ！眠くなった23。 
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バイ：  （観客に）ダムッラーの話をあんたにしなければよかったよ。 
     よし、話をするなら、できるだけ早く喋って終われるようにし 
     よう。眠くなった（あくびをする）。人は自分の子供を教育し 
     ろ、だろ。 
知識人： 今は新しい、以前とは違った時代です。この時代に学問と技術の
ない民 
     族は、富や土地、財産を、日に日に手元から失い、道徳や権力 
     までもなくし、さらに宗教までも弱くなるのです。だから、    
     我々はムスリムを教育することが必要なのです。ですから、我が 
     栄えある宗教はあらゆる有益な学問を学ぶことを、ゆりかごか 
     ら墓場までの我々の義務としたのです。この教えはシャリーアの 
     教えです。我々ムスリムには特に現在二種類のウラマーが必要な 
     のです。一つは宗教の学者、もう一つは近代的な学者です。宗教 
     の学者は、イマーム（指導者）、ハティーブ（説教師）、ムダッ 
     リス（マドラサの教授）、ムアッリム（教師）、カーディー（裁 
     判官）、ムフティー（法学者）で、人々の宗教や倫理、精神の仕 
     事を指導する。［中略］。ご理解できましたか、ご主人。 
バイ：  （頭を起こして）はいはい、続けてください。聞いておるよ。 
知識人： 近代的な学者になるためには、子供たちをまず、ムスリムとして 
     読み書くができて、宗教の必要と自分の民族の言葉を教えてから、 
     政府の公立学校に行かせなくてはなりません。つまり、ギムナジ 
     ウムや町の学校の教育が終了したら、ペテルブルグやモスクワの 
     大学に送って、医者、弁護士、技術者、裁判官になるための学問、 
     つまり商学、農学、芸術、経済学、工学、教育学、その他の学問 
     を修めさせるのです。祖国ロシア、国家と協同しなくてはい 
     けません。そして公職に就くことが必要です。［中略］。（バイ 
     に向かって）私の言ったことが、もちろん分かったでしょうね。 
     ご主人、ご主じーん。 
バイ：  （いねむりをして、首を起こす）うん、うん24。 
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  知識人： （入る。犯人に向かい残念がる。観客に向かい）学問や教育がな 
       い子供の結果がこれです。もし彼らの父が教育していれば、この 
       ような罪や父殺しを彼らは起こさず、酒をこのように飲まず、血 
       を不当に流すこともなく、一生シベリアで繫がれ、最後の審判で 
       地獄に落ちることにもならなかったでしょう。もし酒を飲まなか 
       ったら、この世でもあの世でも永遠の苦しみも苦労もなかったで 
       しょう。ああ、本当にバイを殺し、この若者に永遠の苦しみを与 
       えたのは、無学です。私たちの生活を破滅させ、バイの子供を苦 
       しませ、国を追われたのは無学と無知です。国を追われ、流浪す 
       ること、貧しさと困窮の奴隷や恥辱はみな、無学と無知の結果で 
       す。発展した民族は、学問によって発展しました。隷属し、惨め 
       な人がいるのは無学のためです。私たちが無教育な民衆と我々の 
       子供を教育しなければ、不幸な事が、私たちの間でいつまでも終 
       わりません。これをなくすためには、勉強すること、させること 
       以外に方法はないのです。神が他の人々に導きを、あなた方に忍 
       耐を与えますように25。 
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 ベフブーディーは、1913 年 8 月 20 日付の『アーイナ』に「二つではなく四つの言語
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 その後、1901年にタシュケントで最初の「発声方式学校」を開設した[Munavvar qori 
2003: 16]。1905年にはトルキスタン人子弟のための「新方式学校」を開設している[小松
久男 1999: 194]。しかし、ウズベク語の教科書がなかったため、自ら教科書を書き始め
た。1907年に『最初の書き手 Adibi avval』、同年末に「第二の書き手 Adibus-soniy」を
書いて出版した。彼は教科書を出版するだけではなく、新方式学校のために『指導書
dastur』も作成した。1910-1911年に多くの新方式学校ではムナッヴァル･カリの指導書が




彼は同年、新聞『太陽 Xurshid』を創刊した[Qosimov 2002: 237]。1917年のロシア 2月革
命後には雑誌『救済 Najot』の編集長ともなっている。 











こともある[Munavvar qori 2003: 20]。こうしてムナッヴァル・カリは政治家としても活動
し、様々な結社を設立した。たとえば、『統一と進歩 Ittihodi taraqqiy』、『民族統一
Milliy ittihod』、『民族独立 Milliy istiqlol』などの結社である。[Irgasheva 1997: 32]。この
ように民族主義的な活動のためにムナッヴァル・カリは、ソヴィエト政権によって 1921
年 3月 30日から同年 12月 1日まで逮捕・拘禁された。その後、彼は『教育普及 Nashri 
maorif』という団体を作っている。この団体の目的は、教育を改革することであった。
しかし、この団体は 1924年に活動を終えた[Munavvar qori 2003: 54]。1929年 11月 6日、









































































































ている。たとえば、1906 年 6 月 14 日に新聞『進歩』に「我々の無知は、まったくの無











人のうち 10人とすれば、トルキスタンでは 100人のうち 90人である。ここからわ
かるように、読み書きができるために上記の詩集は必要ではない。逆に、この詩
 96 








































































































































 ロシア革命から間もない 1919年 3月 22日に新聞『労働者の声 Mehnatkashlar tovushi』
にハージ・ムイーンの「人生儀礼について Toʻy va aza marosimi haqinda」という論説が掲
載された。ここでハージ・ムイーンは当時の結婚式、割礼、葬式について詳しく説明し
 100 



























キスタンではこの儀礼は 1 日から 5~6 日ほどの時間をかけて行われる[Hoji Muin 2005: 
90]。割礼を受ける男児のために新しい敷布団や掛け布団、たくさんの服などが用意され
る。家族によっては子馬を買って与える親もいた。割礼式には宴会（bazm）、コプカリ 








 19 世紀末の結婚式は五つの部分からなっていた。それは、「仮の婚約 non shikanon」、




























                                                 
29 馬に乗って子羊を奪い取るゲームであり、割礼式を行う人はコプカリを開催しなければならなかった。 
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め、1903年にサマルカンドで新方式学校を開校した[Hoji Muin 2005: 5]。  
 ハージ・ムイーンはヌスラトッラ・クドラトッラと共に 1914年に戯曲『割礼』を書い
ている[Hoji Muin 2005: 8]。『割礼』は 1914 年末にトゥラン劇団によって上演され、成
功をおさめた[Rizaev 1997: 65]。『割礼』が 1915年 6 月 1~3日にフジャンド（Xoʻjand）
でも上演されたことを証明する戯曲ポスターがアブドゥッラ・アウラーニーの記念館に









































でください。割礼に使おうとしている 1万 5千スムのうち 5千スムを使って息子
さんを教育すれば、あなたの息子さんは知識人になり、残りの 1 万スムはあなた






























 第 3節 戯曲『不幸な花婿 Baxtsiz kuyov』 
 





















































































































金のない民を驚かせた、トイ。      
 
他人より立派にしようとされた、トイ、 
頑張ったあげくに贅沢となった、トイ。      
 
トイから 5日間経つやいなや、       
資産をなくして嘆く、トイ。 
 
贅沢なトイを真似したご同輩、   
トイに自分の命すらかけた。          
 
資産家たちよ！貧しき者たちよ！          
                                                 
35 「ハラーム」はイスラーム法の定める禁止行為をいう。 
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コーランは我々にトイを命じたのか？     
 
こんな行事はシャリーアにはない、      





夏も冬もトイとともに過ごすなら、    
我々を打ち滅ぼす、トイ。           
 
友人たちよ！同胞たちよ！         




 第 4節 ベフブーディーの論説「我々の希望もしくは願望」 
 
 ベフブーディーは、1913 年 11月 30日（6号）と同年 12 月 7日付（7 号）の『アーイ
ナ』に「我々の希望もしくは願望 A’molimiz yoyinki murodimiz」という論説を書いてい
る。6 号の論説では、人生儀礼の問題点を指摘し、強く批判している。7 号では人生儀礼
に使う資金の一部を教育の発展や人材育成に使うべきだと述べている。 








人の結婚式に 1000スム、中流の家族の結婚式には 2000スムか 3000スムかかる。準資産


























































独自の組織として発展した[長縄 2012: 73]。 
 



































































































速の回答を待っています[Rahmatulla 1914: 3-4]。 
 












































































































































































































































































































彼は、さらに 1907年 4月 24日付けで第 2ドゥーマ、ついで同年 11月、第 3ドゥーマに
ムスリム会派を介して「トルキスタンの宗務と民事に関する行政」Turkistan idare-yi 






 たとえば、当時のトルキスタンの行政の欠陥や問題点について 1908 年、雑誌『シュ






















































 その後、1914 年に彼は雑誌『アーイナ』の 9 号、10 号と 11 号に「構想 Loyiha - 
Proekt」という論説を掲載し、9号では次のように書いている。 
 







































5. 各州の郡市が 4 つ以上であれば、宗務行政局の役人も増える。たとえば、1 つ
の州に郡が 3つあれば、宗務行政局の役人は 4人になり、もし郡が 5つあれば、
役人も 5 人になる。しかし、各事務所の役人の 2人はイスラーム学者であり、





















































年 11 月 26 日コーカンドで第 4 回トルキスタン・ムスリム大会が開かれ、ここで「トル
キスタン自治 Turkiston muxtoriyati」が宣言された。しかし、トルキスタン自治は 1918
































































































































んとした行政システムが必要であった。1917 年 11 月 26 日にトルキスタン自治が宣言さ
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あるいは 20 時間も働いてすごす職人がいる。食べ物も着る物も我慢する。10、20 年間
苦労しながら働いて、結婚式をあげるために息子がさずかるように神に祈る。これこそ
が貧しい職人の希望である。 





 一人の職人の結婚式では 1000スム、中流の家族の結婚式では 2000スムか 3000スムか


































































































































































    ハージ・ムイーン・イブン・シュクルッラー 
 
編集部 
 ロシアの現代的な学校、職業学校と大学は我々に開かれている。そこで勉強し、そし
て勉強させながら現代人の経済的な侵略からわが身を守らなければならない。この世界
で生きるために世界の科学、そして現代の産業や職業で武装しなければならない。これ
なくしては、我々の結末は恐るべきものとなる。 
 
 
